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    居宅介護支援契約重要事項説明書         

                         令 和 ６ 年 ４ 月 1日 現 在  

 

１ 事業所の概要                                                    

事 業 所 名 医療法人翔友会 さわやか介護支援センター 

所 在 地 〒444-0815  岡崎市羽根町陣場 173 

事業者指定番号 ２３７２１００２８５ 

管理者・連絡先 牧原 康世      ０５６４－５７－１２２１ 

サービス提供地域 岡崎市、幸田町 安城市 豊田市 
 
２  事業所の職員の職種及び勤務体制                      

職  種 勤務体制及び人員 

管理者 常勤   １人 

介護支援専門員 常勤  ４人   非常勤  ０人 

  

                                                                           

３ 営業時間  

営業日・営業時間 
平日   午前９時 00 分～午後５時３０分 

祝祭日  午前９時 00 分～午後５時３０分 

   （注）原則として土･日曜日及び年末年始（１２月３０日～１月３日）は定休日としますが、 

留守番電話転送により、２４時間常時連絡が可能な体制としています。                                                             

４  当社のサービスの方針等 
利用者の立場に立ち、介護保険下での最大の援助と、保険外のサービスをも導入しながら

利用者、家族ができる限り快適に暮らせるよう援助する。 
 

5 提 供 す る 居 宅 介 護 支 援 サ ー ビ ス の 内 容  

 契 約 書 本 文 第 ４ 条 ～ 第 ７ 条 に 定 め る お 客 様 に 提 供 す る サ ー ビ ス の 内 容 は 次 の と お

り で す 。  
 

(1) 事業者（居宅介護支援事業者）は、利用者が自宅において日常生活を営むために必要なサービ

スを適切に利用できるよう、利用者の心身の状況等を勘案して、利用するサービスの種類及び内容、

担当する者等を定めた居宅サービス計画を作成、利用者及び家族の同意をいただきます。そのうえ

で当該計画に基づいてサービス提供が確保されるよう事業者等との連絡調整その他の便宜の供与

を行います。 

  (2) 居宅介護支援にあたっては、利用者の心身の状況、置かれている環境等に応じて、利用者の選

択に基づき、適切なサービスが多様な事業者から総合的かつ効率的に提供されるよう努力いたし

ます。また、利用者やその家族は、複数のサービス提供事業所の紹介を求めることや当該事業所

をケアプランに位置づけた理由を求めることが可能です。また、当事業者が紹介しているサービ

ス事業所の割合についても、お知らせいたします。 

  (3) 居宅介護支援にあたっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立って、提
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供されるサービスが特定の種類又は特定の事業者に不当に偏することがないよう、公正中立に行

います。 

  (4) 居宅介護支援に当たっては、要介護状態の軽減若しくは悪化の防止又は要介護状態になること

の予防に資するよう行うとともに、医療サービスとの連携に十分配慮いたします。また、利用者

やその家族は、入院した際には担当ケアマネジャーの事業者名と氏名を、入院先医療機関に提供

することをお願い致します。 

  (5) 事業者は、居宅サービス計画の作成後においても、利用者やその家族、事業者等との連絡を継

続的に行うことにより、居宅サービス計画の実施状況を把握するとともに、利用者についての解

決すべき課題を把握し、必要に応じて居宅サービス計画の変更、事業者等との連絡調整その他の

便宜の提供を行います。 

  (6) 前項の居宅サービス計画の実施状況、解決すべき課題等について適切な記録を作成・保管し、

利用者に対して継続的に情報提供、説明等を行います。 

  (7) 他のサービス事業所との連携によるモニタリングについて、利用者の同意を得た上で、サービ

ス担当者会議等において、次に掲げる事項について主治医、担当者その他の関係者の合意を得て

いることを条件に、テレビ電話装置その他の情報通信機器を活用したモニタリングを可能とする。

ただし、少なくとも２月に１回（介護予防支援の場合は６月に１回）は利用者の居宅を訪問する。 

ⅰ 利用者の状態が安定していること。 

ⅱ 利用者がテレビ電話装置等を介して意思疎通ができること（家族のサポートがある場合も含

む）。 

ⅲ テレビ電話装置等を活用したモニタリングでは収集できない情報について、他のサービス事業

者との連携により情報を収集すること。 

 

    テレビ電話装置等を活用したモニタリングについて同意します。（ はい ・ いいえ ） 

 

 

6 担当の介護支援専門員等                                            

 (1) 担当する介護支援専門員は、次のとおりです。サービスについてご相談や不満がある場合には、

どんなことでもお寄せください。 

  (2) 担当する介護支援専門員を事業者側の事情により変更する場合には、あらかじめ利用者と協議

します。 

 介護支援専門員  氏名：             

連絡先：（0564）57-1221   

7 市町村への届出 

   この居宅介護支援のサービスを受ける際には、その旨を市町村に届け出て、被保険者証に記載す

る必要があります。具体的な手続は上記の居宅介護支援専門員にご相談ください。 

 

８  サ ー ビ ス の 利 用料及 び 利 用 者負担           

(1) 居 宅 介 護 支 援（ 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成・変更、事 業 者 と の 連 絡調整、相談

説明等 ） につい て は 、 原 則 と し て 利 用 者 の負担 はござい ま せん。  

 (2) そ の他の費用    
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     ① 初めて利用時や家族構成、心身の状況等によって、初回加算等を加算させて頂きます。但

し、加算を算定した場合でも、原則として利用者の負担はありません。 

    ② 介護支援専門員が通常のサービス地域をこえる地域に訪問・出張する必要がある場合には、

その旅費（実費）の支払いが必要となります。 

 

９  契 約 の終了と 自動更新につい て  

契 約 の有効期間 につい て は 、 要 介 護認定 の有効期間 の終了で いったん終了す る

こと と な り ま す 。 た だ し 、有効期間 の満了７ 日 前 ま で に 、 利 用 者 か ら 契 約 を終了

す る旨の申し出が な い 場合に は 、この 契 約 は 次 の 要 介 護認定 の有効期間 ま で 、 自

動的に更新されま す 。  

 

＊サ ー ビ ス 利 用 に 当 たって の禁止事項につい て   

事 業 所 や 事 業 所 職 員 に対し て 、以下 のハラスメント行為を禁止と い た し ま す 。  

①身 体的暴力（ た たく等 ）  

②精神的暴力（ 大声を発す る 、怒鳴る 等 ）  

③セクシャルハラスメント（ 必 要 も なく手や腕を さ わ る 、卑猥な言動等 ）  

④嫌が ら せ 、誹謗中傷等 の迷惑行為等  

 

１ ０  キャン セル料等  

(1) 利用者がこの居宅介護支援に係る訪問調査、居宅サービス契約の作成等のサービス提供をキ

ャンセルし、又は中断する場合は、事前に次の連絡先（又は前記の介護支援専門員等の連絡先）

までご連絡ください。  

連絡先： ０５６４ － ５７ － １２２１ 

 

   (2) 居宅サービス計画の変更、事業者との連絡調整等について利用者が行った依頼等を取り消す

場合も、速やかに上記の連絡先までご連絡ください。 

   (3) 利用者は、１週間以上の予告期間があれば、契約全体を解約することもできます（契約書第

９条）。 

   (4) サービス提供のキャンセル又は契約の解約の場合にも、キャンセル料等は必要ありません。 

 

1１  身 分証携行義務  

介 護 支 援 専 門 員 は 、 常 に 身 分証を携行し 、初回訪問時 及 び 利 用 者 ま た は 利 用 者 の 家

族 か ら 提示を求め られた 時 は 、 いつで も 身 分証を 提示し ま す 。  

 

1２  記録の整備  

 指 定 居 宅 介 護 支 援 事 業 者 は 、 利 用 者 に対す る 指 定 居 宅 介 護 支 援 の 提 供 に関す る記録

を整備し 、 サ ー ビ ス 提 供 を開始 し た 日 か ら ５ 年 間 保存し ま す 。  
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１３ 秘密の保持と個人情報の保護について 

① 利用者及びその家族に関する秘

密の保持について  

① 事業者は、利用者又はその家族の個人情報につい

て「個人情報の保護に関する法律」及び厚生労働

省が策定した「医療・介護関係事業者における個

人情報の適切な取扱いのためのガイダンス」を遵

守し、適切な取り扱いに努めるものとします。 

② 事業者及び事業者の使用する者（以下「従業者」

という。）は、サービス提供をする上で知り得た利

用者又はその家族の秘密を正当な理由なく、第三

者に漏らしません。 

③ また、この秘密を保持する義務は、サービス提供

契約が終了した後においても継続します。 

④ 事業者は、従業者に、業務上知り得た利用者又は

その家族の秘密を保持させるため、従業者である

期間及び従業者でなくなった後においても、その

秘密を保持するべき旨を、従業者との雇用契約の

内容とします。  

② 個人情報の保護について  

① 事業者は、利用者から予め文書で同意を得ない限

り、サービス担当者会議等において、利用者の個

人情報を用いません。また、利用者の家族の個人

情報についても、予め文書で同意を得ない限り、

サービス担当者会議等で利用者の家族の個人情

報を用いません。 

② 事業者は、利用者又はその家族に関する個人情報

が含まれる記録物（紙によるものの他、電磁的記

録を含む。）については、善良な管理者の注意をも

って管理し、また処分の際にも第三者への漏洩を

防止するものとします。 

③ 事業者が管理する情報については、利用者の求め

に応じてその内容を開示することとし、開示の結

果、情報の訂正、追加または削除を求められた場

合は、遅滞なく調査を行い、利用目的の達成に必

要な範囲内で訂正等を行うものとします。(開示

に際して複写料などが必要な場合は利用者の負

担となります。)  
 

１ ４  高齢者虐待防止につい て  

 当 事 業 所 は 、利 用 者 等 の 人権の擁護・虐待の発生又は そ の再発を防止す る た め

に 、 次 に掲げる と お り 必 要 な措置を講じま す 。  

（ 1）虐待防止に関す る 担 当 者 を選定 し て い ま す 。  

虐待防止に関す る 担 当 者  職 ・氏名 ( 管 理 者 ・ 牧 原 康 世  ) 

（2）虐待防止の た め の対策を検討す る委員 会 を 定期的に開催し 、 そ の結果につ

い て従業 者 に周知徹底を図って い ま す 。  

（ 3）虐待防止の た め の 指 針 の整備を し て い ま す 。  

（ 4）従業 者 に対し て 、虐待を防止す る た め の 定期的な研修を実施し て い ま す 。  

サ ー ビ ス 提 供中に 、当 該 事 業 所従業 者又は養護 者（ 現 に養護 し て い る 家 族・親族・

同 居 人 等 ） に よ る虐待を受けた と思われる 利 用 者 を発見し た 場合は 、速や か に 、

これを 市 町村に通報し ま す 。  
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1５  衛生 管 理 等  

事 業 所 に お い て感染症が発生 し 、又は まん延し な い よ う に 、 次 に掲げる措置を講じ

ま す 。  

①事 業 所 に おける感染症の予防及 び まん延の防止の た め の対策を検討す る委員 会 を お

お むね６ 月 に １回以上開催す る と と も に 、 そ の結果につい て 、従業 者 に周知徹底し て

い ま す 。  

②事 業 所 に おける感染症の予防及 び まん延防止の た め の 指 針 を整備し て い ま す 。  

③従業 者 に対し 、感染症の予防及 び まん延防止の た め の研修及 び訓練を 定期的に実施

し ま す 。  

 

1６  業 務継続計 画 の策定 等 につい て  

(1) 感染症や 非 常災害の発生 時 に お い て 、 利 用 者 に対す る 指 定 居 宅 介 護 支 援 の 提 供 を

継続的に実施す る た め の 、 及 び 非 常 時 の 体 制 で早期の 業 務再開を図る た め の 計 画 （ 業

務継続計 画 ） を策定 し 、 当 該 業 務継続計 画 に従って 必 要 な措置を講じま す 。  

(2) 従業 者 に対し 、 業 務継続計 画 につい て周知す る と と も に 、 必 要 な研修及 び訓練を

定期的に実施し ま す 。  

(3) 定期的に 業 務継続計 画 の見直し を行い 、 必 要 に応じて 業 務継続計 画 の変更を行い

ま す 。  

 

１ ７  サ ー ビ ス の苦情相談窓口    

 当 社 は 、提 供 し た サ ー ビ ス に苦情がある 場合、又は 作 成 し た 居 宅 サ ー ビ ス 計 画

に 基 づ い て 提 供 された 居 宅 サ ー ビ ス に関す る苦情の申し 立 て や相談があった 場

合は 、速や か に対応を行い ま す 。  

 サ ー ビ ス の 提 供 に関し て苦情や相談がある 場合に は 、以下 ま でご連 絡 下 さ い  
 

  ○ サービスに関する相談や苦情については、次の窓口で対応いたします。 

当社お客様相談コーナー 

電話番号    0564-57-1221 

FAX番号    0564-57-1220                       

相 談 員   牧原 康世 

対応時間   9：00～17：30 

  

○ 公的機関においても、次の機関において苦情申出等ができます。 

岡崎市介護保険相談窓口 （０５６４）２３－６６８２ 

幸田町介護保険相談窓口 （０５６４）６３-５１１７ 

愛知県国民健康保険団体連合会（国保連） 

〒４61-8532  名古屋市東区泉 1 丁目 6-5 

TEL(０５２)９７１-４１６５ 

Fax(０５２)９６２-８８７０ 
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１ ８  要 介 護認定 前 に 居 宅 介 護 支 援 の 提 供 が行われる 場合の特例事項の説明  

 利 用 者 が 要 介 護認定申請後 、認定結果が で る ま で の 間 、利 用 者 自 身 の依頼に 基

づ い て 、介 護 保 険 に よ る 適 切 な 介 護 サ ー ビ ス の 提 供 を受ける た め に 、暫定的な 居

宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 に よ り サ ー ビ ス 提 供 を行う際の説明を行い ま す 。  

 

１  提 供 す る 居 宅 介 護 支 援 サ ー ビ ス につい て   

  ・利 用 者 が 要 介 護認定 ま で に 、居 宅 サ － ビ ス の 提 供 を希望される 場合に は 、こ

の 契 約 の締結の 日 か ら速や か に 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 を 作 成 し 、利 用 者 に とって 必 要

な 居 宅 サ ー ビ ス 提 供 の た め の 支 援 を行い ま す 。  

 ・居 宅 サ ー ビ ス 計 画 の 作 成 にあたって は 、計 画 の 内 容 が 利 用 者 の認定申請の結

果を上回る過剰な 居 宅 サ ー ビ ス を位置付けること の な い よ う配慮し な が ら 計 画

の 作 成 に努め ま す 。  

 ・作 成 し た 居 宅 サ ー ビ ス 計 画 につい て は 、要 介 護認定 後 に 利 用 者 等 の 意向を踏

ま え 、 適 切 な見直し を行い ま す 。  

 

２  要 介 護認定 後 の 契 約 の継続につい て  

 ・要 介 護認定 後 、利 用 者 に対し てこの 契 約 の継続につい て 意思確認を行い ま す 。 

 この と き 、 利 用 者 か ら 当 社 に対し てこの 契 約 を解約 す る旨の申入れがあった  

場合に は 、 契 約 は終了し 、解約料は い た だ き ま せん。  

 ・ ま た 、 利 用 者 か ら解約 の申入れが な い 場合に は 、 契 約 は継続し ま す 。  

 

3 注 意 事項  

   要 介 護認定 の結果が不明な た め 、利 用 者 は以下 の点にご注 意 い た だく必 要

があり ま す 。  

  （ １ ）要 介 護認定 の結果、自 立（ 非 該 当 ）と なった 場合に は 、要 介 護認定 前

に 提 供 された 居 宅 サ ー ビ ス に関す る 利 用料は 、原 則的に 利 用 者 にご負担 い た だく

こと と な り ま す 。  

  （ ２ ）要 介 護認定 の結果、認定 前 に 提 供 された サ ー ビ ス の 内 容 が 、認定 後 の

区分 支給限度額を上回った 場合に は 、保 険給付と な ら な い サ ー ビ ス が 生じる 可 能

性があり ま す 。  

    この 場合、保 険給付されな い サ ー ビ ス に か か る費用 の全額を 利 用 者 に お

い てご負担 い た だくこと と な り ま す 。  

 

１ ９  サ ー ビ ス の 第三者評価の実施状 況 につい て  

事 業 所 で 提 供 し て い る サ ー ビ ス の 内 容 や課題等 につい て 、第三者 の観点か ら評価

を行って い ま す 。  

【実施の有無】      有  ・  無  

【実施し た直近の 年 月 日】   

【第三者評価機関名】   

【評価結果の開示状 況】   
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 居 宅 介 護 支 援 の 提 供開始 にあた り 、 利 用 者 に対し て 本 書面（ 及 び付属別紙） に

基 づ い て重要 事項の説明を行い ま し た 。  

 

      令和   年  月  日 

 

                     事業者名   〒４４４-0815 岡崎市羽根町陣場 173  

                           （医）翔友会 さわやか介護支援センター  

                                 理事長  永 坂 佳 規   

                          説明者          印 

                      （０５６４）５７-１２２１                            

   私は、上記のとおり事業者から重要事項の説明を受け、居宅介護支援の開始に同意しま

した。 

                        住 所 岡崎市               

                        氏 名                                印 

電話番号 （     ）   - 

 

利用者は、身体の状況等により署名ができないため、利用者本人の意思を確認のうえ、

私が本人に代わり、上記署名を行いました。 

 私は、本人の契約意思を確認しました。 

 

                   住 所                  

                         氏 名                             印 

                 本人との関係               

電 話 番 号  （     ）    - 

 

 

 


